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第
35
回
小
笠
原
村
健
康
診
断

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
程
】

《
母
島
》
12
月
５
日(

水)

～
６
日(

木)

《
父
島
》
12
月
８
日(

土)

～
12
日(

水)

【
検
査
項
目
】

○
特
定
健
康
診
査

○
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

○
胃
が
ん
検
診

○
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

【
対
象
者
】

《
特
定
健
康
診
査
》

○
30
歳
～
39
歳
で
、
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す

る
方

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
（年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
ま
た
は

脱
退
し
た
方
も
含
む
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方

○
「特
定
健
診
受
診
券
」を
お
持
ち
の
方
で
、
村
役

場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方

《
結
核
・
肺
が
ん
検
診(
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査)

、
胃
が

ん
検
診
、
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
》

○
40
歳
以
上
（乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み
30
歳

以
上
）で
、
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方

※
た
だ
し
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
対
象
者
で
無

い
方
は
、
事
前
に
村
役
場
に
申
し
込
み
を
し
た

方
の
み
。

※
対
象
者
の
方
に
の
み
問
診
票
が
届
き
ま
す
。

（
11
月
下
旬
予
定
）

◎
健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

【
予
約
受
付
期
間
】

11
月
１
日
（木
）～
30
日
（金
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時
15
分

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
）

【
予
約
受
付
場
所
】

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課

《
母
島
》
母
島
支
所

【
予
約
方
法
】

○
希
望
す
る
日
時
・
検
査
項
目
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
日
時
に
つ
い
て
は
、
時
間
帯
ご
と
に
人
数

制
限
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
ど
お
り

に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る

べ
く
午
後
の
時
間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
日
中
連
絡
が
取
れ

る
連
絡
先
お
よ
び
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
健
診
当
日
の
注
意
事
項
】

○
必
要
事
項
を
記
入
済
み
の
問
診
票
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

○
「特
定
健
診
受
診
券
」を
お
持
ち
の
方
は
、
受
診

券
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
問
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

○
託
児
所
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
連

れ
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室

《
母
島
》
都
住
集
会
所

○
呼
び
出
し
の
順
番
は
、
受
付
時
間
に
関
わ
ら
ず

予
約
時
間
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
付
時

間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠

の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
父
島
の
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
多
く

の
方
が
受
診
し
、
全
て
の
受
診
者
に
超
音
波
検

査
を
実
施
す
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
１
～
２
時

間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
内
地
で
受

診
し
た
、
ま
た
は
す
る
予
定
の
方
は
、
今
回
の

健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
今
年
の
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
）に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
、
父
島
母
島
と

も
に
診
療
所
で
の
撮
影
と
な
り
ま
す
。
父
島
で

は
12
日
（
水
）
の
撮
影
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
12
日
（水
）に
健
診
を
受
診
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１
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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

10/26現在

父島

100/100

母島

100/100

９月気象状況（父島）

最高気温 31.2℃

最低気温 23.5℃

平均気温 27.4℃

平均湿度 82％

月降水量 187.0mm

住民基本台帳登録者数（10/1）

2,580人

父島 母島

人口 2,089人 491人

世帯 1,144 263

ＮＯ．６０７

平成24年(2012)

１１/１(木)

場 所 ・

日 時

検査項目

母島 ： 診療所 父島 ： 地域福祉センター ／ 結核・肺がん検診は診療所

12／5（水） 12／6（木） 12／8（土） 12／9（日） 12／１0（月） 12／11（火） 12／12（水）

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

特定健康診査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結核・肺がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乳・子宮頸がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

胃 が ん 検 診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜日時・場所・検査項目＞ 受付時間：午前８時～11時、午後１時～３時

※父島の結核・肺がん検診および乳・子宮頸がん検診の受付時間は午後５時まで。（１２日は午後３時まで。）



NO．607 平成 24（2012）年 11 月 1 日（木） 編集・発行 小笠原村総務課

-2-



NO．607 平成 24（2012）年 11 月 1 日（木） 編集・発行 小笠原村総務課

-3-

所
得
税
（国
税
）源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ

給
料
（賃
金
）や
利
子
・
配
当
、
退
職
金
、
弁
護
士
・

税
理
士
な
ど
へ
報
酬
な
ど
を
支
払
う
者
（個
人
お
よ

び
法
人
：
源
泉
徴
収
義
務
者
）は
、
支
払
を
す
る
際
に

所
定
の
方
法
で
所
得
税
（国
税
）を
計
算
し
て
支
払
う

金
額
か
ら
差
し
引
き
、
税
務
署
に
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
１
年
間
の
支
払
金
額

な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
法
定
調
書
を
作
成
し
、
税
務

署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
義
務
者
（雇
用
主
）が
従
業
員
の

１
年
間
の
収
入
な
ど
か
ら
そ
の
年
の
所
得
税
を
計

算
・
確
定
し
、
給
与
か
ら
天
引
き
し
た
所
得
税
の
合

計
金
額
と
精
算
（年
末
調
整
）す
る
こ
と
で
従
業
員
の

所
得
税
の
納
税
が
完
結
し
ま
す
（し
た
が
っ
て
、給
与

所
得
者
の
多
く
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
）。

源
泉
徴
収
義
務
者
の
年
末
調
整
関
連
申
告
書
類
の

保
存
年
限
に
つ
い
て
の
規
定
や
、
個
人
が
介
護
医
療

保
険
契
約
な
ど
に
よ
り
支
払
っ
た
保
険
料
な
ど
に
つ

い
て
適
用
限
度
額
４
万
円
の
所
得
控
除
が
創
設
さ

れ
、各
保
険
料
に
応
じ
た
生
命
保
険
料
控
除
額
（生
命

保
険
・
介
護
医
療
保
険
・
個
人
年
金
）の
合
計
適
用
限

度
額
が
12
万
円
と
な
る
な
ど
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
１
月
か
ら
、
復
興
特
別
所
得
税

の
源
泉
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
（所
得
税
）に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」

（http://www.nta.go.jp/gensen/index.htm

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
確
認
く
だ
さ
い
（こ
こ
か

ら
新
し
い
年
末
調
整
関
係
の
手
引
き
や
用
紙
な
ど
の

ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

村
の
窓
口
で
の
年
末
調
整
関
係
書
類
の
配
布
開
始

は
、
11
月
上
旬
か
ら
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
年
も
芝
税
務
署
に
よ
る
「年
末
調
整
等
に
関
す

る
説
明
会
」が
12
月
５
日
（水
）（父
島
）・
６
日
（木
）

（母
島
）に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
義
務
者

の
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
（詳
細
は
、村
民
だ
よ

り
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◎
芝
税
務
署
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
仕
方
な
ど
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
押

し
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

個
別
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
自
動
音
声
案
内
に

従
い
「２
」を
押
し
、
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

【
年
末
調
整
関
係
（源
泉
所
得
税
担
当
）】

内
線
３
０
３
２
～
３
０
３
５

【
法
定
調
書
関
係
（管
理
運
営
第
２
部
門
）】

内
線
１
０
２
２
～
１
０
２
３

●
問
合
せ
先

芝
税
務
署

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
母
島
】

《
日
時
》

11
月
28
日
（水
）午
後
３
時
～
５
時
30
分

11
月
29
日
（木
）午
前
９
時
～
11
時
（要
予
約
）

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
30
日
（金
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
６
時

《
場
所
》
村
役
場
本
庁
舎
会
議
室

【
相
談
費
用
】
無
料

※
受
付
は
各
終
了
時
刻
の
30
分
前
ま
で
で
す
。

※
母
島
の
11
月
29
日
分
は
、
予
約
な
し
で
の
当
日

受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
予
約
申
込
期
間
】

11
月
２
日
（金
）～
11
月
16
日
（金
）

ご
来
庁
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
窓
口

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

●
問
合
せ
先

財
政
課
財
政
係

２
―
３
１
１
２

行
政
相
談
所
の
開
設

【
日
時
】
11
月
６
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】
総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２
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小
笠
原
中
学
校

学
校
公
開
週
間
お
よ
び
学
習
発
表
会

２
学
期
の
学
校
公
開
お
よ
び
学
習
発
表
会
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の

皆
様
方
の
多
く
の
方
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
学
校
公
開
週
間
】
11
月
５
日
（月
）～
10
日
（土
）

午
前
８
時
～
午
後
３
時
20
分

【
学
習
発
表
会
】

《
教
科
展
示
》
校
舎
内
に
お
い
て
、
作
品
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

11
月
５
日
（月
）～
10
日
（土
）

午
前
８
時
～
午
後
３
時
20
分

※
最
終
日
10
日
は
午
前
中
の
み

《
舞
台
発
表
》
授
業
内
容
の
発
表
・
全
校
合
唱
・

全
校
吹
奏
楽
の
発
表
を
行
い
ま
す

11
月
10
日
（土
）午
前
９
時
～
11
時
40
分

【
そ
の
他
】

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
同
時
期
に
開
催
し
て
き
た
「道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
」は
、
今
年
度
３
学
期
に
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
中
学
校

２
―
２
５
０
２

小
笠
原
小
学
校
・母
島
小
中
学
校
学
芸
会

小
笠
原
小
学
校
お
よ
び
母
島
小
中
学
校
で
は
次
の

と
お
り
学
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。
保
護
者
・
卒
業
生
・

地
域
の
皆
様
方
の
多
く
の
方
の
参
観
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
母
島
小
中
学
校
】

《
日
時
》
11
月
４
日
（日
）午
前
８
時
45
分
～
正
午

《
場
所
》
体
育
館

【
小
笠
原
小
学
校
】

《
日
時
》
11
月
23
日
（金
）開
場
午
前
８
時

開
演
午
前
８
時
25
分
～
12
時
15
分

《
場
所
》
体
育
館

【
そ
の
他
】

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
小
学
校

２
―
２
０
１
２

母
島
小
中
学
校

３
―
２
１
８
１

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
10
周
年
記
念
式
典

国
立
天
文
台
の
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（銀
河
系
の
３
次
元
地

図
を
作
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
10
周
年
を
記
念

す
る
式
典
が
、
10
月
５
日
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
で
開

催
さ
れ
、
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
に
合
わ
せ
て
、
「天
の
川
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催

さ
れ
、
観
測
局
の
あ
る
４
自
治
体(

岩
手
県
奥
州
市
、

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
、
小
笠
原
村
、
沖
縄
県
石
垣

市)

の
首
長
が
各
自
治
体
を
紹
介
し
意
見
を
交
わ
し
、

今
後
、
４
市
村
が
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
連
携
し
、

天
文
や
宇
宙
、
星
空
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

情
報
セ
ン
タ
ー
の
休
館

情
報
セ
ン
タ
ー
内
機
器
点
検
作
業
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
休
館
日
】
11
月
23
日
（金
）

●
問
合
せ
先

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１

村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募

村
有
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま

す
。

【
施
設
名
】
母
島
村
民
会
館

【
所
在
地
】
母
島
字
元
地

【
管
理
期
間
】

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】
母
島
支
所
庶
務
係

【
応
募
期
間
】
11
月
１
日
（木
）～
30
日
（金
）

●
問
合
せ
先

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

小
笠
原
村
職
員
の
募
集

【
職
種
】
看
護
師
・
助
産
師
・
保
育
士

【
採
用
人
員
】
各
若
干
名

【
採
用
時
期
】
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る

【
受
験
資
格
】
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
看
護
師
ま
た
は
助
産
師
ま
た
は
保
育
士
と
な

る
資
格
を
有
し
て
い
る
方
（保
育
士
の
場
合
、都
道

府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

【
試
験
方
法
】

《
看
護
師
・
助
産
師
》
口
述
試
験

《
保
育
士
》
筆
記
試
験
・
口
述
試
験

【
試
験
日
程
】

《
保
育
士
》
12
月
15
日
（土
）、
16
日
（日
）

《
看
護
師
・
助
産
師
》
平
成
25
年
１
月
10
日
（木
）

ま
た
は
11
日
（金
）

【
試
験
会
場
】

小
笠
原
村
役
場
ま
た
は

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所

【
申
込
締
切
】

《
保
育
士
》

12
月
５
日
（水
）

《
看
護
師
・
助
産
師
》
12
月
21
日
（金
）

※
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
項
・
申
込
用
紙
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

村
役
場
人
事
異
動

【
退
職
】

《
10
月
16
日
付
》

医
療
課

賀
川

美
也
子
〔看
護
師
〕

《
10
月
31
日
付
》

母
島
支
所

渡
邉

晃
次

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
７
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
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再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・
遊
歩
道
の
通
行
止
め

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。

【
期
間
】
11
月
10
日
（土
）～
15
日
（木
）、

11
月
18
日
（日
）～
21
日
（水
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施

し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

【
作
業
区
域
】
石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
中
山
峠
ま
で
の

沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
域

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】

①
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び

西
海
岸
指
定
ル
ー
ト
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
か
ら

西
海
岸
ま
で
）

11
月
12
日
（月
）

②
石
浦
方
面
指
定
ル
ー
ト

11
月
13
日
（火
）

11
月
20
日
（火
）

③
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

11
月
15
日
（木
）

④
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道

11
月
11
日
（日
）

11
月
14
日
（水
）

11
月
19
日
（月
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

母
島
巡
回
労
働
相
談

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】
11
月
19
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
）

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

環
境
省
外
来
生
物
対
策
講
演
会

◎
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
×
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ー

～
昆
虫
カ
メ
ラ
マ
ン
が
10
年
間
記
録
し
つ
づ
け
た

小
笠
原
の
自
然
と
そ
の
変
化
～

【
講
師
】
尾
園
暁
氏
（昆
虫
写
真
家
）

【
内
容
】
研
究
者
と
し
て
、
ま
た
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
を
と
お
し
て
、
小
笠
原
の
希
少
昆
虫
や
自
然
を

見
つ
め
て
き
た
尾
園
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
小
笠

原
の
自
然
や
昆
虫
の
魅
力
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く

外
来
生
物
対
策
の
現
状
を
、
美
し
い
写
真
を
交
え

て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
28
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
29
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室

※
講
演
会
と
併
せ
て
写
真
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
後
日
、
村
の
掲
示
板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
小
笠
原
事
務
所

２
―
７
６
０
１

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【
11
月
の
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
か
ら

出
港
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開

館
し
ま
す
。

【
特
別
展
】

《
本
館
》
11
月
15
日
（木
）よ
り
開
催

「そ
う
だ
っ
た
の
か
！
小
笠
原
の
島
名
・
地
名
」

小
笠
原
、
父
島
、
母
島
な
ど
の
名
前
の
由
来

と
各
地
名
を
解
説
し
ま
す
。
幕
末
の
調
査
時
の

絵
と
現
在
の
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

※
「小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
」は
11
月
４
日
（日
）

ま
で

◎
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座

【
日
時
】
11
月
１
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル

【
タ
イ
ト
ル
】

「小
笠
原
こ
と
ば
と
太
平
洋
各
地
の
言
語
的
交
流
」

19
～
20
世
紀
、
人
間
の
移
動
に
よ
っ
て
太
平
洋

各
地
の
こ
と
ば
が
混
ざ
り
あ
い
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
や
八
丈
か
ら
小
笠
原
に
来
た
こ
と
ば
、
逆

に
小
笠
原
か
ら
八
丈
、
南
大
東
、
沖
縄
や
パ
ラ
オ
ま

で
た
ど
り
着
い
た
こ
と
ば
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

「言
語
的
交
流
」や
そ
の
歴
史
的
背
景
、
言
語
学
的
意

義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
講
師
】
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ

首
都
大
学
東
京
教
授

（人
文
科
学
研
究
科
・
日
本
語
教
育
学
教
室
）

【
主
催
】
首
都
大
学
東
京

【
共
催
】(

公
財)

東
京
都
公
園
協
会
・
Ｂ
Ｉ
Ｏ

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

小
笠
原
高
等
学
校
授
業
公
開

【
期
間
】
11
月
５
日
（月
）～
10
日
（土
）

【
時
間
】
１
時
限
目
（午
前
８
時
20
分
）

～
６
時
限
目
（午
後
３
時
20
分
終
了
）

※
11

月
10

日
（
土
）
は
保
護
者
会
の
た
め
午
後

２
時
20
分
終
了

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

向
上
研
修
会
」開
催

商
工
会
で
は
、講
師
を
招
き
「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
向
上
研
修
会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

職
場
だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
よ
り
円

滑
な
人
間
関
係
が
築
け
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
８
日
（木
）

《
第
１
回
》
午
後
２
時
～
５
時

《
第
２
回
》
午
後
６
時
～
９
時

※
「第
１
回
」と
「第
２
回
」は
同
一
内
容
と
な
り
ま
す
。

【
場
所
】
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室

ｼﾞｮﾝﾋﾞｰﾁ

中山峠

石浦

巽湾

初寝浦
二見湾 ②

③
赤旗山

西海岸

小港

▲
▲

▲
時雨山

つつじ山

①
④

▲

高山

千尋岩

常世ノ滝
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※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
村
商
工
会

２
―
２
６
６
６

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会

「税
務
講
習
会
」開
催

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会
で
は
、
芝
青
色
申
告
会

職
員
を
招
き
「税
務
講
習
会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

「平
成
24
年
度
税
制
の
改
正
点
」や
「会
計
ソ
フ
ト

の
活
用
法
」に
つ
い
て
親
切
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会
事
務
局

（商
工
会
内
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
22
日
（木
）午
後
２
時
～
５
時

午
後
６
時
～
９
時

【
場
所
】
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会
事
務
局

（小
笠
原
村
商
工
会
）

２
―
２
６
６
６

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」開
催

◎
第
23
回
「南
の
一
つ
星
」

台
風
で
延
期
に
な
っ
た
け
ど
仕
切
り
な
お
し
！
秋

の
南
の
空
に
た
だ
一
つ
光
る
一
等
星
・
北
落
師
門
星

フ
ォ
ー
マ
ル
ハ
ウ
ト
。
ど
こ
か
さ
び
し
げ
に
見
え
る

け
ど
、
じ
つ
は
戦
い
の
物
語
が
隠
さ
れ
て
い
た
！

【
日
時
】
11
月
14
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
30
名

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
11
月
13
日
（火
）

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施

【
日
時
】
11
月
24
日
（土
）午
前
９
時
か
ら

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂

【
申
込
締
切
】
11
月
22
日
（木
）午
後
５
時
ま
で

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係
２
―
２
１
１
０

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施

10
月
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
日
時
】

《
父
島
》
11
月
29
日(

木)
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

《
母
島
》
11
月
30
日(
金)

午
後
１
時
～
５
時

【
実
施
場
所
】

※
場
所
を
変
更
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所

【
受
講
対
象
者
】

危
険
物
取
扱
者
で
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取

扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方

※
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
危
険

物
取
扱
者
で
も
、
希
望
に
よ
り
受
講
で
き
ま
す
。

【
受
講
期
限
】

○
前
回
の
講
習
を
受
け
た
方
が
継
続
し
て
従
事
し

て
い
る
場
合
は
、
講
習
日
以
後
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
３
年
以
内

○
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
、
２
年
以
上
前
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て
い
る
方
が
、
新
た
に

従
事
す
る
場
合
は
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
１
年
以
内

○
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
、
２
年
以
内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

ま
た
は
講
習
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
免
状

の
交
付
日
ま
た
は
講
習
日
以
後
最
初
の
４
月

１
日
か
ら
３
年
以
内

※
受
講
期
限
内
に
受
講
し
な
い
場
合
は
、
消
防
法

令
違
反
と
し
て
行
政
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
科
目
】

○
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

○
危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

※
講
習
終
了
後
に
効
果
測
定
を
行
い
ま
す
。

【
受
講
申
請
】

○
講
習
日
当
日
、
会
場
に
て
講
習
開
始
30
分
前
よ

り
受
付
を
行
い
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
免
状
、受
講
手
数
料
（４
７
０
０

円
）、
受
講
申
請
書
、
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
（
HB
ま
た
は
B
）、
消
し
ゴ
ム
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
申
請
書
は
当
日
会
場

で
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
講
習
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
当
日
会
場
で

お
渡
し
し
ま
す
。

【
講
習
案
内
・
受
講
申
請
書
配
布
場
所
】

《
父
島
》

○
小
笠
原
支
庁
総
務
課

○
村
役
場
総
務
課

《
母
島
》

○
母
島
出
張
所

○
母
島
支
所

●
問
合
せ
先

公
益
財
団
法
人

東
京
防
災
指
導
協
会

０
３
―
５
２
９
７
―
１
０
１
０

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
11
月
30
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

は
は
じ
ま
丸
冬
季
ダ
イ
ヤ

は
は
じ
ま
丸
は
、
11
月
～
１
月
ま
で
の
期
間
、
一

部
の
便
を
冬
季
の
ダ
イ
ヤ
で
運
航
い
た
し
ま
す
。

【
運
航
期
間
】

11
月
２
日
（金
）～
平
成
25
年
１
月
17
日
（木
）

【
冬
季
ダ
イ
ヤ
】
お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
の
翌
日

母
島
発

午
前
11
時
30
分

※
通
常
ダ
イ
ヤ

母
島
発

正
午

●
問
合
せ
先

伊
豆
諸
島
開
発
（株
）

父
島
代
理
店

２
―
２
１
１
１

母
島
代
理
店

３
―
２
３
３
１

１１月の燃料油価格変動調整金
１１月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ８，８６２ （+798）

２ 等 品 ８，３０８ （+748）

３ 等 品 ７，７５５ （+699）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ８８８ （+80）

０．０７５トン以下 ６６９ （+60）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，４００ （+620） ２，２００ （+310）

１ 等 ８，８１０ （+1,250） ４，４１０ （+630）

村民割引
（往復）２等 ５，２８０ （+740） ２，６４０ （+370）
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専
門
診
療

◎
皮
膚
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
）

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
８
日
（木
）午
前
・
午
後

９
日
（金
）午
前
・
午
後

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
11
日
（日
）午
前
・
午
後

12
日
（月
）午
前
・
午
後

13
日
（火
）午
前
・
午
後

15
日
（木
）午
前
・
午
後

16
日
（金
）午
前
・
午
後

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
）

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
23
日
（金
）午
前
・
午
後

25
日
（日
）午
前
・
午
後

26
日
（月
）午
前
・
午
後

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
29
日
（木
）午
前
・
午
後

30
日
（金
）午
前

《
場
所
》

母
島
診
療
所

【
そ
の
他
】

○
受
診
の
際
は
、
ア
イ
メ
ー
ク
な
ど
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

○
検
査
後
、
物
が
見
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

運
転
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

○
眼
鏡
・
老
眼
鏡
を
処
方
希
望
の
場
合
は
、
使
用

中
の
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
処
方
は
継
続
の
場
合
の
み

可
能
で
す
。
度
数
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
眼
科
・皮
膚
科
、
父
母
共
通

午
前
８
時
30
分
～
11
時
ま
で

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

肺
が
ん
（喀
た
ん
検
査
）検
診

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方

【
検
査
方
法
】
専
用
容
器
に
３
日
間
の
「た
ん
」を
取

り
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で

す
。
採
取
し
た
検
体
は
12
月
の
小
笠
原
村
健
康
診

断
の
際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し

ま
す
の
で
、直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日
（木
）～
30
日
（金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、

計
測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前

に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、

３
歳
の
乳
幼
児

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
８
日
（木
）

受
付
時
間

午
後
２
時
～
３
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
20
日
（火
）

受
付
時
間

午
後
２
時
～
３
時

《
場
所
》母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
９
日
（金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時

《
集
合
場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
14
日
（水
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
集
合
場
所
》母
島
支
所
入
口

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

育
児
学
級

◎
離
乳
食
の
会
（父
島
）

栄
養
士
と
島
の
食
材
や
旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
離

乳
食
を
作
り
ま
す
。ま
た
、ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子

様
と
保
護
者

【
日
時
】
11
月
14
日
（水
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

◎
お
や
つ
の
会

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
父
島
】

《
対
象
者
》
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
未
満
の
お

子
様
と
保
護
者

《
日
時
》
11
月
16
日
（金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

【
母
島
】

《
対
象
者
》
離
乳
食
を
完
了
し
た
４
歳
未
満
の
お

子
様
と
保
護
者

《
日
時
》
11
月
21
日
（水
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ２３，９３０ (+1,360) １１，９７０ (+680)

特 ２ 等 ３５，８９０ (+2,040) １７，９５０ (+1,020)

１ 等 ４７，８５０ (+2,710) ２３，９３０ (+1,360)

特 １ 等 ５５，３３０ (+3,140) ２７，６７０ (+1,570)

特 等 ５９，８８０ (+3,390) ２９，９５０ (+1,700)

２等（学割） １９，１５０ (+1,090)
２等

（身体障害者割引） １１，９７０ (+680) ５，９９０ (+340)
村民割引
（往復）２等 ３５，９００ (+2,040) １７，９６０ (+1,020)

貨
物
運
賃

１ 等 品 １５，８１２ (＋608)

２ 等 品 １４，７２０ (＋566)

３ 等 品 １３，５４１ (＋521)

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，５８４ (＋61)

０．０７５トン以下 １，１７９ (＋45)
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クジラ：健康診断の“健診”とがん検診の“検診”、漢字が違いますね。なぜで

保健師：クジラさん、同じ響きの“けんしん”ですが、目的に違いがあるので

『健診』は、健康の確認あるいは健康の程度を知るため、また疾病の

を持っているかどうかを見ることを目的として行うもので、特定の疾

けるためのものではありません。疾患が一つも見つからないから有効

はないということではなく、疾患の危険因子があるかどうかを知り、

健康管理に役立てていくものです。健康診断の目的は、「病気探し」

「健康づくり」です。検査でカラダの状況が早くわかることで、「要

なる前にライフスタイルを見直す「きっかけ」にできるといいですね

一方、『検診』は、対象とする人々の中から特定の疾患を早期に発見

に治療することを目的としたものであり、予防医学の「二次予防」に

のとなります。

クジラ：今のボクの生活はこのままでいいのかなぁ…？心配だなぁ。よしっ、

健康診断を受けてみよう！

保健師：健診も検診もどちらも忘れずに！いつまでも健康でいたいですね！

☆小笠原に住所がある方

（がん検診は、健康保険の種類は関係ありません）

☆乳がん検診・子宮頸がん検診→30 歳以上の方

☆胃がん検診、肺がん検診→40 歳以上の方

＊小笠原村健康診断を受けず「がん検診のみ」の方

は、事前に福祉係へ申し込みをしてください。

直接観察しま

喀痰検査

3 日分の痰を取り、そ

容器は 11/1～11/1

胸部エックス線検査

診療所へ健診期間中に

実施のみになります。

視診

拡大鏡により肉眼では

細胞診

組織を採取して、がん

対象の方は、内地で受診ができます。

受診期間：平成 25 年 3 月 31 日まで

医療機関：こころとからだの元氣プラザ（千代田区

飯田橋、JR 飯田橋駅の近くです。）のみ

★乳がん検診は、「マンモグラフィと視触診」となり

ます。

★事前に福祉係・母島支所へ申し込みをして、無料

クーポン券を受け取ってください。

＊村で実施するこの 2 つの検診の受診は、年度内に

1 人 1 回になります。小笠原村健康診断で受診する

方は、クーポン券の利用はできません。

がん検診の対象者

子宮頸がん・乳がん検診

無料クーポン券

健診は健康状態を知る第一歩で
＊がん検診も合わせて受けましょう＊
― 村 民 課 福 祉 係—
— 第 １ ５ ３ 号―

クジラの伝言板

すか？

す。

危険因子

患を見つ

な健診で

その後の

ではなく

治療」と

。

し、早期

あたるも

きちんと

す。

れを健康診断当日に提出します。

6 の期間に配布します。

直接行ってください。

見られない病変を発見します。

細胞の有無やその種類を調べます。

肺がん検診とは？

子宮頸がん検診とは？

す！
村民課福祉係
胃内視鏡検査

内視鏡を口から挿入し、食道、胃、十二指腸を

胃がん検診とは？
視触診 超音波検査

視触診での発見は、ある程度の大きさに限られるため、

超音波検査やマンモグラフィなどと併用します。

マンモグラフィは、無料クーポン券を使用して内地での

乳がん検診とは？
2－3939



NO．607 平成 24（2012）年 11 月 1 日（木） 編集・発行 小笠原村総務課

-9-

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

【
東
平
地
区
の
取
り
組
み
報
告
】

父
島
東
平
地
区
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
ネ
コ
と
ヤ

ギ
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
工
事
が
始
ま
り
、
平
成
24

年
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
柵
内
の
外
来
種
対
策
と

し
て
ヤ
ギ
、
ノ
ネ
コ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

柵
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
歩
く
場
合
は
、
一
定
の
講

習
を
受
講
し
た
村
民
か
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
で

す
。
入
口
で
は
、
地
区
内
に
新
た
な
外
来
植
物
の
種

が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
靴
底
の
洗
浄
と
洋
服
に

つ
い
た
外
来
植
物
の
種
を
除
去
す
る
対
策
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
東
平
地
区
の
自
然
環

境
も
徐
々
に
回
復
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

世
界
自
然
遺
産
の
保
全
の
た
め
の
取
組
の
象
徴
的
な

施
設
と
し
て
観
光
客
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

【
柵
内
の
外
来
種
の
現
状
】

ヤ
ギ
に
関
し
て
は
、
柵
内
で
の
捕
獲
が
進
み
、
新

た
に
侵
入
す
る
個
体
も
確
認
さ
れ
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ヤ
ギ
に
よ
る
固
有
植
物
の
食

害
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ノ
ネ
コ
の
捕
獲
も
進
み
、
現
在
柵
内
で
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
繁
殖
が
進
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

○
情
報
の
発
信

東
平
地
区
の
取
り
組
み
は
、
一
定
の
地
区
内

に
多
様
な
主
体
が
、
様
々
な
対
策
を
と
っ
て
い

る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
果
や
現
状

に
つ
い
て
整
理
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

○
新
た
な
外
来
生
物
の
侵
入
・
拡
散
の
防
止

東
平
地
区
の
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
新
た
な

外
来
種
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
区
内
に

す
で
に
入
っ
て
い
る
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
を
属
島

な
ど
に
拡
散
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要
で
す
。

◎
東
京
都
獣
医
師
会
の
動
物
派
遣
診
療
の
懇
談
会
の
開
催

東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
動
物
派
遣
診
療
の
期
間

中
に
、
獣
医
師
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

獣
医
師
か
ら
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
や
正
し
い
し
つ
け

な
ど
お
話
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
物
派
遣
診
療
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
30
日
（金
）午
後
７
時
30
分
か
ら

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
３
日
（月
）午
後
７
時
30
分
か
ら

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
イ
ル
カ
ル
ー
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
報
告

貴
重
な
自
然
環
境
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
小
笠
原

で
は
、
自
然
環
境
保
護
の
た
め
、
行
政
が
定
め
た
法

令
の
ほ
か
、
各
団
体
が
自
主
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。
「村
民
だ
よ
り
」で
も
何
度
か
お
伝
え
し
て

い
る
と
お
り
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
も
自
主
ル
ー
ル
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ル

カ
の
生
息
環
境
を
保
全
し
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部

が
Ｏ
Ｗ
Ａ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
２
０
０
５
年
に

制
定
し
た
も
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
一
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船
の

大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
み
の
場
合
も
隻
数
に
含
ま
れ
る
。
）

②
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を

１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
と
き
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
ほ
か
の
船

に
配
慮
す
る
こ
と
。

こ
の
ル
ー
ル
の
遵
守
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
今
年
の
８
月
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
主
ル
ー
ル
は
お
お

む
ね
守
ら
れ
て
お
り
、
１
隻
あ
た
り
の
ド
ル
フ
ィ
ン

ス
イ
ム
の
実
施
時
間
は
、
平
均
で
15
分
ほ
ど
に
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
調
査
中
、
１
つ
の
群

れ
に
対
し
て
、
４
時
間
ほ
ど
次
々
に
船
が
付
い
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

各
船
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
イ
ル

カ
の
群
れ
に
長
時
間
船
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

各
船
毎
で
は
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
に
配
慮
し
た
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
ス
イ
ム
の
方
法
や
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
面

の
向
上
に
つ
い
て
の
、
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
調
査
を
実
施
し
て
、
イ

ル
カ
ル
ー
ル
の
見
直
し
な
ど
を
提
案
し
て
い
き
ま
す

の
で
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会

２
―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
１３８

◎
母
島
列
島
産
卵
状
況

10
月
に
入
り
今
シ
ー
ズ
ン
３
回
目
の
母
島
列
島

調
査
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
目
的
は
ふ

化
率
調
査
で
す
。
し
か
し
父
島
列
島
の
よ
う
に
頻
繁

に
海
岸
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
母
島
列
島
で

は
前
回
ま
で
に
確
認
し
て
い
た
産
卵
巣
以
外
に
も
た

く
さ
ん
の
新
規
産
卵
巣
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
父
島

列
島
同
様
に
母
島
列
島
で
も
例
年
を
越
え
る
産
卵
巣

が
あ
り
、
今
回
ま
で
に
母
島
列
島
で
は
６
４
０
巣
の

産
卵
巣
を
確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
予
定
し
て
い
た

調
査
日
程
で
は
す
べ
て
の
海
岸
の
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
内
に
も
う
一
度
母

島
列
島
へ
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
漂
着
死
亡
個
体

10
月
１
日
、
宮
之
浜
に
て
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
で
い

る
と
情
報
を
受
け
て
海
岸
へ
向
か
い
ま
し
た
。
漂
着

し
て
い
た
個
体
は
頭
部
・
四
肢
と
も
に
欠
損
し
て
い

ま
し
た
が
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。
解
剖
の
結
果
、
未
成
熟
個
体
で
直
接
の
死
因
か

は
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
鮫
に
よ
る
咬
傷（
か
み
傷
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
小
笠
原
で
は
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
漂
着
死
亡
個
体
や
目
撃
例
は
非
常
に

少
な
い
の
で
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

２
―
２
８
３
０

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net

調査中に出会ったイルカの群れ



入港日 不動産登記官による登記相談予約申込締切（母島）

第35回小笠原村健康診断予約受付開始（～30日） 育児学級おやつの会（父島）

首都大学東京公開講座 ソフトバレーボールワンポイントレッスン（父島）

定期予防接種 島嶼ふれあいソフトバレーボール交流大会（父島）

インフルエンザ任意予防接種第２回（父島、５・９）

ははじま丸冬季ダイヤ開始

出港日

高校図書館開放

母島巡回労働相談

出港日 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

母島小中学校学芸会

高校図書館開放 父島ノヤギ駆除（村）

南島入島禁止期間開始（～２/３） 石浦方面指定ルート通行止め

小笠原中学校学校公開週間（～１０） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

小笠原高等学校授業公開（～１０） 入港日

行政相談所の開設 育児学級おやつの会（母島）

原付免許学科試験申込締切

入港日 小笠原地区青色申告会税務講習会

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

小笠原小学校学芸会

コミュニケーション能力向上研修会 情報センター休館

乳幼児健診・歯科健診（父島） 眼科専門診療（父島、２５・２６）

皮膚科専門診療（母島～９） 出港日

ヘルスアップ教室（父島） 原付免許学科試験

高校図書館開放

出港日

小笠原中学校学習発表会

インフルエンザ任意予防接種第２回（母島～３０）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

皮膚科専門診療（父島～１３・１５・１６）

高校図書館開放 父島ノヤギ駆除（村）

常世ノ滝～千尋岩方面指定ルートおよび西海岸指定ルート通行止め

入港日

父島ノヤギ駆除（村） 不動産登記官による登記相談（母島～２９）

石浦方面指定ルート通行止め 環境省外来生物対策講演会（母島）

ギャラクティック・キッズ申込締切 危険物取扱者保安講習（父島）

村民意見・提案・相談受付 環境省外来生物対策講演会（父島）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め 眼科専門診療（母島～３０）

ギャラクティック・キッズ開催 肺がん（喀たん検査）検診申込締切

育児学級離乳食の会（父島） 不動産登記官による登記相談（父島）

ヘルスアップ教室（母島） 危険物取扱者保安講習（母島）

入港日 東京都獣医師会動物派遣診療懇談会（母島）

赤旗山方面指定ルート通行止め 電話による無料法律相談
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